
第 84 回大分県発明くふう展 

作 品 説 明 書 
【作品名】 

アヒルの競争 

【作品の大きさ】 縦 （   48     ）ｃｍ   横 （   19     ）ｃｍ   高さ（  9      ）ｃｍ  

【発明のポイント】（発明のきっかけ、特徴、くふうした点、苦労した点など） 

きっかけ 

家の近くの遊園地にある「アヒルの競争」がとてもおもしろく、家でも楽しめないかと作りました。 

利用の目的 

家族や友達と机の上で遊べるレースゲームとして使います。また、モーターが回転する動きになるしくみや、摩擦のはたらきを

体験しながら学べます。 

特徴 

モーターが回る卵型カムの「頭」でコース板を押し上げ、反対側は両わきのゴムが引き戻して、コース全体が前後にうごきま

す。アヒルはひもに通しておき、コースとの摩擦で少しずつ前に進みます。アヒルを１体ずつ動かすのではなく、コース全体を動か

すところが工夫です。アヒルの形で摩擦が違うのでスピードに差が出て競争しているようにみえます。 

【使い方・説明図】（絵や写真などを使用してもかまいませんので使い方をわかりやすく説明してください。） 
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◆作品制作者◆ 

学校名 別府市立南立石小学校（6 年） 氏 名 佐藤 光 

※ 「作品説明書」は「応募用紙」と併せて大分県発明協会事務局へ郵送、FAX にて提出ください。 

※ 植物・動物・食品等の持ち込みが必要となる作品の出品はできません。 

※ 個人（一般の部）の方は、氏名のみご記入ください。 

記入不要 


